
PF SAXS-UG Meeting
2025.3.12  18:00-

議題

１．PF側より（概況報告）

２．UG（幹事会より）
＜審議＞ UGのメンバー
＜報告＞ PF-UA概況報告 他

３．その他



現 PF SAXSーUG 幹事
• 現幹事 （2025.3.12現在）

• 代 表 山本勝宏（名工大） 高分子

• 副代表 上久保裕生（奈良先端） 生物
石毛亮平（東科大） 高分子
森田剛（千葉大） ソフトマター

• 幹 事 菱田真史（東京理科大） 脂質
小川紘樹（京大化研） 高分子
小田隆（JAEA） 生命・生物
井上倫太郎（京大複合研） 生命・生物
奥田浩司（京大工・前代表） 金属・無機

• 顧問 平井光博（群馬大） 櫻井伸一先生（京工繊大）



新幹事の推薦について

現幹事の奥田先生が3月で任期が切れるため、新幹事として滋賀県立大学の
竹下宏樹先生を推薦

竹下先生のPFでの活動
• SAXSビームラインがユーザーグループ運営ステージョンだった時代からのユーザーで、

20年以上にわたってPFの利用研究者

• 特にSAXSを利用したポリマーの結晶や液晶に関する研究で研究実績を多く残し、PF
の活動に大きく貢献してされている

3月で幹事の任期が切れる奥田先生ですが、顧問への就任依頼



２．UG幹事・顧問の追加（審議事項）
• 役員会（メール審議）で以下先生方を推薦 （賛成過半数）

• 幹事に 竹下先生（滋賀県立大） 高分子 （承認 3/12）

• 顧問に 奥田浩司（京大工）前代表、金属・無機 （幹事会決定）

*新幹事の選出について
SAXS-UG規定（https://pfwww.kek.jp/saxs/saxsug/PF_SAXS-UG_Regulation.pdf）

第6条 6. 次期 SAXS-UG 幹事候補者の推薦は、当期の SAXS-UG 役員会によって行い、毎年３月に行なわれ
る定例の SAXS-UG ミーティングにて承認される。

第7条 3. SAXS-UG 役員会の議決は、出席した SAXS-UG 役員会構成員の過半数をもって決する。議長は可否
同数の場合にのみ、議決に加わる。

第7条 5．SAXS-UG役員会は下記の会務を推敲する
(1) 「代表・副代表・顧問の解任・選出」



２．UG幹事・顧問の追加（決定）
• 新体制 （2025年度）

• 代 表 山本勝宏（名工大） 高分子

• 副代表 上久保裕生（奈良先端） 生物
石毛亮平（東科大） 高分子
森田剛（千葉大） ソフトマター

• 幹 事 菱田真史（東科大） 脂質
小川紘樹（京大化研） 高分子
小田隆（JAEA） 生命・生物
井上倫太郎（京大複合研） 生命・生物
竹下宏樹（滋賀県立大） 高分子

• 顧 問 平井光博（群馬大）
櫻井伸一先生（京工繊大）
奥田浩司（前代表）



PF 研究会 2024.11.17-18
放射光２ビーム利用と広波長域実験が切り拓く学術フロンティア

＜趣旨＞

• PF、UVSOR、HiSOR の 3 施設は、放射光学術基盤ネットワークの中核的事業として、PFに開発研究多機能BLを建設するため
の準備を推進（2024 年度からは東大 ISSP-SOR も参画）。より広く連携してBL建設や、将来を見越した放射光技術開発研究、
サイエンス検討等を推進。このBLは、柔軟性と安全性を格段に向上させ、革新的なアイディアの試行の場、若手人材の成長の場
として機能し、放射光科学の持続的発展に貢献する。また、遠隔・自動測定の機能強化、機器の長寿命・低コスト化など、全て
の放射光施設に共通の重要課題の解決に貢献。

• KEK 研究実施計画 2022 において、PF 後継施設の候補 Hybrid リングの実現に向けた開発研究が採択されました。開発研究
多機能BLを早期建設し、Hybridリングで展開される放射光２ビーム利用の技術実証を進め、サイエンスの成果創出を計画。2022 
年度 PF 研究会で、幅広い放射光研究分野の研究者が一堂に会して、様々な放射光 2 ビーム利用の研究展開が議論された。また、
本BL建設に伴い移設した新 BL-12A は、軟 X 線からテンダーX 線領域まで、広いエネルギー領域を同じ試料位置で利用できる新
コンセプトの広波長域BLとして再生され、広波長域利用や関連技術開発に幅広く活用される予定。

• 本研究会では、前回の研究会で検討された放射光２ビーム利用サイエンスのさらなる深堀りと、新たに設置された広波長域利
用BLのサイエンス展開に主眼を置きつつ、これら２つの特徴的なBLの建設状況、実施する開発研究やBLの運用方法に関する議論
を行う提案や議論を検討に反映させることで、開発研究多機能BLや広波長域BLにおいて、放射光 2 ビーム利用による画期的なサ
イエンスの成果の創出を可能にすることを目的として開催された。

https://www2.kek.jp/imss/pf/workshop/kenkyukai/20241117/
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